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う問題をもっo 本論文では、画像列を用いることにより従来指摘されてき HyperOmni Vision の低解像度問題を改
善する手法について述べる。
全方位視覚センサ HyperOmni Vision に適応した高解像度化として、処理手法のみならず撮像時のセンサ操作、
センサ光学特性、センサ設計指針および最適化について述べる。




全方位視覚センサ HyperOmni Vision を用いて、視覚メディアのさらなる臨場感拡大を目指した応用研究が盛ん




HyperOmni Vision の低解像度問題を改善する手法を提案している。 2 章では、対象とする HyperOmni Vision の
基本特性から問題となる低解像度問題および画質悪化をもたらすセンサ固有の収差問題について考察している。 3 章
では静止環境において、高解像度化のためのセンサ操作、光学特性、アルゴリズムについて述べているO 本センサに











以上から、従来より欠点として指摘されていた全方位視覚センサ HyperOmni Vision の低解像度の問題を、本論
文で提案された手法を適用し改善したことにより、広視野角化が望まれる視覚メディアの応用に寄与するところが大
であり、高く評価されるo
よって、本論文は学位(工学)論文として価値あるものと認められる D
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